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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第２四半期連結
累計期間

第48期
第２四半期連結
累計期間

第47期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 1,458 1,803 2,330

経常損失(△）（百万円） △532 △537 △587

四半期（当期）純損失(△）

（百万円）
△527 △550 △627

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△371 △759 △392

純資産額（百万円） 1,609 3,361 4,121

総資産額（百万円） 2,199 3,915 4,682

１株当たり四半期（当期）純損失

金額(△）（円）
△2.12 △1.65 △2.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 73.2 78.0 79.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△359 △459 △1,366

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△54 △56 △702

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
412 △5 3,039

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
20 441 994

　

回次
第47期

第２四半期連結
会計期間

第48期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△）

（円）
△1.39 △0.12

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第47期第２四半期連結累計期間、第47期及

び第48期第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　　 なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 

   四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

      継続企業の前提に関する重要事象等について

      当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャ

    ッシュ・フローのマイナスが続いております。

　    当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または、状況が存在しております。

      ただし、当社グループは、当該事象等を解消するための施策の実施と十分な資金確保により、継続企業の前提に関

    する重要な不確実性は認められないと判断しております。

　　なお、施策等の詳細につきましては、「３.財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（６）継続

　企業の前提に関する重要事象等の分析・検討内容及び今後の対応策」に記載のとおりであります。

　

２【経営上の重要な契約等】

　　当社は、グループ内での経営資源の集中と業務の効率化を目的として、平成24年８月24日開催の取締役会におい

　て、当社の連結子会社である株式会社バージンダイヤモンドと株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンの合併を

　決議いたしました。また、同日付で両社は合併契約を締結しております。

　 合併の概要は、次のとおりであります。

　(１)合併の方法

　　　株式会社バージンダイヤモンドを存続会社とし、株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンを消滅会社とする吸収

　　合併方式で株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンは解散いたします。

　(２)合併期日

　　　平成24年10月１日

　(３)合併に際して発行する株式及び割当　　　

　　いずれも当社の100％出資子会社であるため、該当事項はありません。　

　(４)合併比率の算定根拠

　　合併会社は、効力日発生日において、いずれも当社の100％出資子会社であるため、合併比率の取り決めはありま

　せん。

　(５)引継資産・負債の状況

資　　　産 負　　　債

項　　目 帳簿価額 項　　目 帳簿価額

流動資産 420百万円 流動負債 203百万円

固定資産 22百万円 固定負債 －百万円

　 　 純資産 　　239百万円

合　　計 443百万円 合　　計 443百万円

　(６)吸収合併存続会社となる会社の概要

　　　商号　　　　　　　　株式会社バージンダイヤモンド

　　　本店所在地　　　　　東京都墨田区千歳三丁目12番７号

　　　代表者の役職・氏名　代表取締役社長　平野　晃弘

　　　資本金　　        　100百万円

　(注)事業規模に見合う適正な資本金額への是正を目的として、資本金を10百万円減少し、同額をその他資本剰余金に

　　　振り替えることとしております。

　　　事業内容　　　 　　 インターネット、ＴＶ通販によるジュエリー販売等
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

   文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

 断したものであります。

　(１)業績の状況　　

　  　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州の財政危機を背景とした欧米経済の先行きへの懸念や円高

　　の影響及び長引くデフレ問題等により、景気の先行き感は不透明な状況で推移いたしました。

  　このような経済状況のもと、当社グループの属する宝飾業界においては、消費マインドの落ち込みに加え、価格

　競争も激化しております。

　　当社グループにおける中国の海外事業では、第１四半期連結会計期間に当社の海外子会社である維真珠宝（上

　海）有限公司が中国上海においてジュエリー８店舗を取得し、積極的な運営をしてまいりました。

　　また、日本のダイヤモンド事業では、楽天市場を中心としたインターネット販売に加え、テレビショッピング

  ＱＶＣの出演回数を増やしております。

　なお、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）ではダイヤモンドの原石及び原石加工販売を

行っており、増産体制の設備が整いました。

　他方、トレーディング事業は、ロシア産インゴット（金地金）及び中国産レアアース等の販売を中心に行っておりま

す。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績については、売上高は1,803百万円（前年同期比23.7％増）、営業損失

は388百万円（前年同期は営業損失254百万円）、為替差損152百万円の発生等により経常損失は537百万円（前年同期

は経常損失532百万円）、四半期純損失550百万円（前年同期は四半期純損失527百万円）となりました。　

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

　　は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（海外事業）

　    中国におけるダイヤモンドジュエリー販売は、概ね予想どおりに推移したことから、売上高は166百万円、セグメ

　　ント利益は1百万円となりました。なお、当事業は前年同期の記載はありません。　

    （ダイヤモンド事業）

　　　日本のダイヤモンド事業では、テレビショッピングＱＶＣの出演回数が増えたため、ダイヤモンドジュエリー販売

　　は好調に推移したものの、店舗販売の落ち込みから、売上高は205百万円（前年同期比25.3％減）、セグメント損失

　　は26百万円（前年同期はセグメント損失46百万円）となりました。

　　（ダイヤモンド研磨事業）

　　　海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）では、市場価格が回復の兆しを見せ始めており、売上高

    は1,353百万円（前年同期比41.1％増）、セグメント損失は29百万円（前年同期はセグメント損失26百万円）とな

　　りました。

　  （トレーディング事業）

    　トレーディング事業の売上高は78百万円（前年同期比65.1%減）、セグメント損失は234百万円（前年同期はセグメ

　　ント損失7百万円）となりました。
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　(２)キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高（以下、「資金」という。）は、441百万円となり、

前連結会計年度末と比較して553百万円の減少となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動による資金の減少は459百万円（前年同期は359百万円の減少）となりました。これは主にたな卸資産の減

少が243百万円あったものの売上債権の増加が237百万円、税金等調整前四半期純損失が541百万円あったこと等によ

るものです。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は56百万円（前年同期は54百万円の減少）となりました。これは主に有形固定資産の取

得による支出が56百万円あったこと等によるものです。

　  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は5百万円（前年同期は412百万円の増加）となりました。

　

　(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　(４)研究開発活動

　該当事項はありません。

 　

　(５)経営者の問題認識と今後の方針について

     「(３)事業上及び財務上の対処すべき課題」に記載のとおり重要な変更はありません。

　

　(６)継続企業の前提に関する重要事象等の分析・検討内容及び今後の対応策 

    　当社グループは、「第２ 事業の状況 １事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

    させるような事象又は状況が存在しております。

　　当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積

  極的に推進しております。

　①コストダウン施策の実施及び強化

　  利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般に

  ついての見直しを行い収益改善を図ってまいります。

　②ＴＶ通販への本格的な参入

　　昨年より、ＴＶ通販への参入を行ってまいりましたが、現在、好調に推移しておりますので、さらに注力し事業

  の柱としてまいります。

  ③ダイヤモンド研磨事業の強化

　　平成23年10月25日付で中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司とダイヤモンド研磨工場の運営に関する契約を締結

  し、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシスムを導入してお

  ります。

　　これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたしま

  す。

　  当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資面での

  安定化に努めており、今後の運転資金も十分に確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性

　は認められないものと判断しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　普通株式 628,000,000

計 628,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 333,172,137 333,172,137

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

 単元株式数

 100株

計 333,172,137 333,172,137 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　 該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

  

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日 
― 333,172,137 ― 3,893 ― 1,458

　

（６）【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

厳　健軍 中国上海市愚園路 40,439 12.14

宗教法人 慈照会 栃木県芳賀郡芳賀町大字西水沼1047-1　 33,407 10.03

Eurostar HK Holdings limited　　
Room817,Tower B New Mandarin Plaza,

14 Science Museum Road,Kowloon, Hongkong
31,616 9.49

安東 光輝 東京都渋谷区 12,000 3.60

PHILLIP SECURITIES (HONGKONG)LIMITED

MANAGING DIRECTOR LIM Wah Sai
11/F UNITED CTR 95 QUEENSWAY HONGKONG8,244 2.47

EFG BANK AG, HONG KONG A/C CLIENT　
18/F, INTL COMMERCE CENTRE 1 AUSTIN ROAD

 WEST KOWLOON, HONG KONG　
7,472 2.24

HAITONG INTERNATIONAL SECURITIES

COMPANY LIMITED 700700 

25/F., NEW WORLD TOWER, 16-18

QUEEN'S ROAD CENTRAL, HONG KONG
7,161 2.15

HSBC BROKING SEC. (ASIA)
3/F HUTCHISON HOUSE 10 HARCOURT ROAD,

CENTRAL HONG KONG.
6,587 1.98

ABN AMRO NOMINEES SERVICES

(HONGKONG)LIMITED

37/F CHEUNG KONG CENTRE, 2 QUEEN'S ROAD

CENTRAL, HONG KONG
3,022 0.91

PERSHING-DIV.OF DLJ SECS.CORP.
ONE PERSHING PLAZA JERSEY CITY NEW JERSE

Y U.S.A.
2,798 0.84

計 － 152,75045.85
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容
無議決権株式 － － －
議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式普通株式 21,800 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 332,547,900 3,325,479 同上

単元未満株式 普通株式 602,437 － 同上

発行済株式総数  333,172,137 － －

総株主の議決権 － 3,325,479 －

（注）証券保管振替機構名義株式3,210株は「完全議決権株式（その他）」に32単元、「単元未満株式」に10株を含めて

記載しております。

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サハダイヤ

モンド 

東京都墨田区千歳

三丁目12番７号
21,800 － 21,800 0.01

計 － 21,800 － 21,800 0.01

（注）上記自己株式は、株主名簿上当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が10株含まれております。

　　　なお、当該株式は、上記「①発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含めております。
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２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、清翔監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 994 441

受取手形及び売掛金 225 459

たな卸資産 ※
 1,288

※
 960

その他 235 212

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 2,739 2,070

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,519 1,413

減価償却累計額 △49 △71

建物及び構築物（純額） 1,469 1,341

土地 56 111

建設仮勘定 66 －

その他 39 128

減価償却累計額 △28 △70

その他（純額） 10 57

有形固定資産合計 1,603 1,510

無形固定資産

その他 5 3

無形固定資産合計 5 3

投資その他の資産

投資有価証券 3 0

営業保証金 321 321

その他 12 12

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 334 330

固定資産合計 1,942 1,845

資産合計 4,682 3,915
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28 31

短期借入金 161 155

未払法人税等 11 6

前受金 233 244

その他 124 111

流動負債合計 560 550

固定負債

その他 0 3

固定負債合計 0 3

負債合計 561 554

純資産の部

株主資本

資本金 3,893 3,893

資本剰余金 1,458 1,458

利益剰余金 △1,820 △2,370

自己株式 △2 △2

株主資本合計 3,529 2,978

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 206 75

その他の包括利益累計額合計 206 75

少数株主持分 385 306

純資産合計 4,121 3,361

負債純資産合計 4,682 3,915
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 1,458 1,803

売上原価 1,353 1,917

売上総利益又は売上総損失（△） 104 △113

販売費及び一般管理費 ※
 358

※
 275

営業損失（△） △254 △388

営業外収益

受取利息 0 0

受取賃貸料 － 4

その他 1 5

営業外収益合計 1 10

営業外費用

支払利息 0 5

為替差損 277 152

株式交付費 1 －

その他 0 1

営業外費用合計 280 159

経常損失（△） △532 △537

特別損失

投資有価証券評価損 － 3

特別損失合計 － 3

税金等調整前四半期純損失（△） △532 △541

法人税、住民税及び事業税 1 4

法人税等調整額 △5 －

法人税等合計 △4 4

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △527 △545

少数株主利益 － 4

四半期純損失（△） △527 △550
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △527 △545

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 156 △213

その他の包括利益合計 156 △213

四半期包括利益 △371 △759

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △371 △744

少数株主に係る四半期包括利益 － △15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △532 △541

減価償却費 6 18

のれん償却額 0 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 0 5

投資有価証券評価損益（△は益） － 3

為替差損益（△は益） 277 146

売上債権の増減額（△は増加） △89 △237

たな卸資産の増減額（△は増加） △107 243

未払又は未収消費税等の増減額 △42 △69

仕入債務の増減額（△は減少） 199 3

前受金の増減額（△は減少） △155 36

その他 84 △60

小計 △358 △452

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △0 △5

法人税等の支払額 △1 △2

営業活動によるキャッシュ・フロー △359 △459

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △45 △56

無形固定資産の取得による支出 △9 △0

貸付けによる支出 △0 －

貸付金の回収による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △54 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 56 △5

株式の発行による収入 358 －

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 412 △5

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2 △553

現金及び現金同等物の期首残高 23 994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 20

※
 441
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【継続企業の前提に関する事項】

　　 該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

   （連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）　

連結子会社のうち決算日が12月31日である公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）については、同日現在の財

務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりましたが、連結財

務情報のより適正な開示を図るために、第１四半期連結会計期間より、四半期連結決算日現在で仮決算を行い連結を

する方法に変更しております。この仮決算の実施により、公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）については平

成24年１月１日から平成24年９月30日までの９ヶ月を連結しております。　 

 

【会計方針の変更】

 （減価償却方法の変更）

　 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に 

 取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　 この変更による影響はありません。

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　 　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
　

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

　

商品及び製品 947百万円 703百万円

仕掛品 195 171

原材料及び貯蔵品 145 85

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

従業員給料及び手当 109百万円 83百万円

広告宣伝費 21 10

地代家賃 33 10

支払手数料 101 76

支払報酬 16 16

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金 20百万円 441百万円

現金及び現金同等物 20 441
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　当社は、平成23年５月23日付で、Eurostar HK Holdings Limitedから第９回新株予約権の行使に伴う払い

　　　　込みを受けました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が179百万円、資本準備金が179百

　　　　万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が2,788百万円、資本準備金が353百万円となって

　　　　おります。 

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）　

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント 調整額
（注）１
　
　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ブライダル
ジュエリー
事業

インター
ネット事業

　

ダイヤモン
ド研磨事業

　

トレーディ
ング事業
（注）３

計

売上高  　      

外部顧客への売上高 168 106 959 224 1,458　　　　－ 1,458

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6 0 － － 7 △7 －

計 174 107 959 224 1,465 △7 1,458

セグメント損失（△） △19 △27 △26 △7 △80 △173 △254

（注）１. セグメント損失（△）の調整額△173百万円には、セグメント間取引消去△3百万円及び配賦不能営業

　　　　　費用△169百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、親会社本社の総務・経理部門等の管理

          部門に関る費用であります。　

　　　２. セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　　　３. トレーディング事業（ロシア産インゴット（金地金）の輸入販売及び資源に関する品目の取り扱い）は、

　　　　　新たに開始した事業であり、報告セグメントの内容を変更するものではありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）　

　１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント  

海外事業
　
　

ダイヤモンド
事業
　

ダイヤモンド
研磨事業
　

トレーディング
事業
　

合計

売上高  　    

外部顧客への売上高 166 205 1,353 78 1,803
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 14 － 14

計 166 205 1,367 78 1,818

セグメント利益又は損失（△） 1 △26 △29 △234 △289
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２．報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △289

セグメント間取引消去 8

全社費用（注） △107

四半期連結損益計算書の営業損失 △388

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３. 報告セグメントの変更等に関する事項

       第１四半期連結会計期間より、当社グループの意思決定プロセスを見直し、経営資源の配分の決定及び業績を

　　 評価するための区分の変更に伴い、報告セグメントの区分を変更しております。

　　　 中国で展開するジュエリー販売については、「海外事業」とし、日本における「ブライダルジュエリー事業」

　　 及び「インターネット事業」を統合して「ダイヤモンド事業」と名称を変更し報告セグメントとしております。

　　　 なお、当該組織変更を反映した前第２四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の

　　 金額に関する情報は、以下のとおりです。

　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント  

海外事業
　
　

ダイヤモンド
事業
　

ダイヤモンド
研磨事業
　

トレーディング
事業（注）

　
合計

売上高  　    

外部顧客への売上高 － 274 959 224 1,458
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 － 274 959 224 1,458

セグメント損失（△） － △46 △26 △7 △80

（注）トレーディング事業（ロシア産インゴット（金地金）の輸入販売及び資源に関する品目の取り扱い）は、

　　　新たに開始した事業であり、報告セグメントの内容を変更するものではありません。　

　

　報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 △80

セグメント間取引消去 △3

全社費用（注） △169

四半期連結損益計算書の営業損失 △254

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

EDINET提出書類

株式会社サハダイヤモンド(E02734)

四半期報告書

20/24



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　　１株当たり四半期純損失金額 △2円12銭 △1円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） △527 △550

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） △527 △550

普通株式の期中平均株式数（千株） 248,589 330,150

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　（連結子会社同士の合併）

　　当社は、グループ内での経営資源の集中と業務の効率化を目的として、平成24年８月24日開催の取締役会におい

　て、当社の連結子会社である株式会社バージンダイヤモンドと株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンの合併を

　　決議いたしました。また、同日付で両社は合併契約を締結し、平成24年10月１日付で本合併が完了しております。

　　本合併の概要は、次のとおりであります。

　(１)合併の方法

　　　株式会社バージンダイヤモンドを存続会社とし、株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンを消滅会社とする吸収

　　合併方式で株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンは解散いたします。

　(２)合併期日

　　　平成24年10月１日

　(３)合併に際して発行する株式及び割当　　　

　　いずれも当社の100％出資子会社であるため、該当事項はありません。　

　(４)合併比率の算定根拠

　　合併会社は、効力日発生日において、いずれも当社の100％出資子会社であるため、合併比率の取り決めはありま

　せん。

　(５)引継資産・負債の状況

資　　　産 負　　　債

項　　目 帳簿価額 項　　目 帳簿価額

流動資産 420百万円 流動負債 203百万円

固定資産 22百万円 固定負債 －百万円

　 　 純資産 　　239百万円

合　　計 443百万円 合　　計 443百万円

　(６)吸収合併存続会社となる会社の概要

　　　商号　　　　　　　　株式会社バージンダイヤモンド

　　　本店所在地　　　　　東京都墨田区千歳三丁目12番７号

　　　代表者の役職・氏名　代表取締役社長　平野　晃弘

　　　資本金　　        　100百万円

　(注)事業規模に見合う適正な資本金額への是正を目的として、資本金を10百万円減少し、同額をその他資本剰余金に

　　　振り替えることとしております。

　　　事業内容　　　 　　 インターネット、ＴＶ通販によるジュエリー販売等
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２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サハダイヤモンド(E02734)

四半期報告書

22/24



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

株式会社サハダイヤモンド

取締役会　御中

清翔監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 倉岡　隆典　　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近　　　暁　　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サハダイ
ヤモンドの平成24年4月1日から平成25年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年7月1日から平
成24年9月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年9月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サハダイヤモンド及び連結子会社の平成24年9月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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